
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 16回 はりきゅう講演会（県民公開講座） R1.9.16 

 

第 24回 紀州口熊野マラソン大会ボランティア  H31.2.3 

第 16回 はりきゅう講演会（県民公開講座） R1.9.16 

講師：明治国際医療大学 鍼灸学部 講師  吉田 行宏先生 

第 2回 保険・学術講習会  H31.3.24 

講師：社会福祉法人 神愛会 

デイサービスセンター愛の園センター長  崎山 賢士先生 

平成 31年度（令和元年） 定時会員総会  R1.5.26 平成 31年度 第 1回療養費制度等適正運用指導会  R1.5.26 

講師：萩野 利赴会長・保険部長 
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公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 
日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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令和元年 新しい時代を作っていく時がやってきました。一般社団法人 和歌山県

鍼灸師会及び全国組織の公益社団法人 日本鍼灸師会では本年度の総会で新役員が就

任いたしました。一般会員からの目として何が変わるの？何が始まるの？という期待

もあるかも知れません。ひとりの会員が向後に今、何をどのようにすれば良いのか一

緒に考えて行動しましょう。その提案が日本を動かしていくのです。 

療養費が受領委任払い制度となって、やっと混乱から落ち着きが見えてきました。

保険者もこの制度に多く参加して頂いています。まずは慣れることから始まると考え

ています。間違いの無い申請書作りが保険者との信頼構築に繋がります。 

教育現場も大きく変化しています。臨床現場での実習を始め単位数が増えました。

レベルの高い国家試験合格のはり師・きゅう師が誕生して参ります。先輩となる先生

方も今以上に研鑽を積んで頂き、世界からみた日本の鍼灸の底上げに期待します。 

超少子高齢化に伴い、医療・介護の世界では財政的、人材的に大きく沢山の問題を

抱えています。我々も介護保険に関する機能訓練指導員資格が認められました。 

地域との繋がりを軸に機能訓練指導員として活躍できる草鞋が一つ増えたのです。 

2020東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。もうまもなくです。 

鍼灸師として大会での医療連携によるケア活動、研修に奮闘中です。次年５月にワ

ールドマスターズゲームズ2021関西が開催されます。本会としては県下で開催される

競技に奮闘させて頂くことになるかと思います。 

南海トラフ大地震など甚大な自然災害が、まもなく発生するといわれている中で、

鍼灸師会として県民の被災者のみなさまのケアを、被災者である我々がどのようにさ

せて頂くことができるのか？大混乱の中で全国から救援、ケアを希望してくれる災害

支援鍼灸師の受け入れ。指揮、現場の役割、多職種との連携による活動について、主

に公益財団法人 国際医療技術財団（JIMTEF）の災害医療研修を受けています。 

鍼灸師の業団として、宿題が山盛りです。すべて同時進行で一つ一つこなしていき

たいと願っています。それには、会員のみなさまは基より関係各位のご指導、ご鞭撻

を賜わりますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 

新しい令和に時代に、県民の健康増進とともに鍼灸業界は発展していきます。 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  萩野 利赴    
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[特集] 
 

 DSAM 第２回 災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会 報告 

 

 令和元年 7月 21日（日）に大阪ハイテクノロジー専門学校 第 2校舎（スポーツ棟）5階大教室で

第 2回 災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会が開催されました。 

 参加されました先生方の報告と感想です。 

 

 中野 正得  副会長・学術部長・災害対策委員長 

 DSAM 第２回 災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会を受講して 

DSAM(災害支援鍼灸マッサージ師合同委員会)の講習会を受講しました。 

1.「避難所アセスメント演習」 

2.「災害弱者への対応」 

①鍼灸マッサージ師にできること②助産師の立場から 

3.「行政と防災協定」 

①滋賀県②岡山県③大阪府 

4.「西日本豪雨災害活動状況」 

岡山・愛媛・広島 

 

1.「避難所アセスメント演習」では、受援者の立場に立って、正しい支援の在り方を学びました。 

鍼灸マッサージ師のみなさん、くれぐれも個人や仲間内の盛り上がりだけで、支援に行かないように

してください。 

よかれと思って勝手に行くと現場が困ります。 

日鍼×全鍼で窓口を一本化しています。 

共通の申込フォームから登録してください。 

今もなお、仮設住宅、復興住宅、近隣のコミュニティーに赴き、

災害支援を継続しています。 

平成３０年西日本豪雨 災害支援鍼灸マッサージ師申し込みフォーム 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfXkAK69wzJkDsGQ7vtf31vFOXBEEqE8nSDQMLq

M2K1sNhE1w/viewform?c=0&w=1  

 

2.「災害弱者への対応」では、矢津田善仁先生(日鍼会危機管理委員長)が、

DVT(深部静脈血栓症)患者に対する医療先行の徹底や生活不活発病に対

する多職種連携の大切さを説かれ、被災地における鍼灸マッサージ師の総

合的なスキルの高さを発揮すれば震災関連死を防ぐことができると力強く

仰られました。 

助産鍼灸師の山田先生(DOURA 助産鍼灸院)は、助産師の立場から妊産

婦の切実なる生の声を届けていただきました。 
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また、新聞紙で簡易スリッパの作り方をレクチャーしていただきました。 

 

3.「行政と防災協定」では、飯塚季也先生(一般社団法人滋賀県鍼灸師会 会長)、内田輝和先生

(公益社団法人岡山県鍼灸師会 会長・災害対策本部長)、堀口正剛先生(日鍼会 前危機管理委

員長)が登壇され、防災協定を締結するまでの経緯について、貴重なお話をしていただきました。 

現在、防災協定を締結している都道府県鍼灸師会、鍼灸マッサージ師会は、滋賀、岡山、大阪の 2

県 1府だけです。 

中でも、飯塚先生の言葉が印象に残っています。 

「協定の本当の目的は会員を助けるためだ！」 

もちろん被災者の支援をするための災害支援鍼灸マッサージ師

ですが、所属会員を助ける守る、仲間を思う飯塚先生の強い気

持ちに感銘を受けました。 

 

4.「西日本豪雨災害活動状況」では、全鍼師会 災害対策委員会の松浦浩市先生、朝日山一男先

生、榎本恭子先生と、再び日鍼会 前危機管理委員長の堀口正剛先生による、全鍼×日鍼の災害

支援の中枢であり、誰よりも現場を知る先生方が、西日本豪雨災害および過去に起きた災害までを

包括して、活動報告を赤裸々に語っていただきました。 

朝日山先生は、この 10 年間、支援活動の引き上げ時について考えてこられ、このほどようやく結論

が見えてきたと仰られました。 

仮設住宅から復興住宅に移られた時がそのタイミングだ

と思っていたそうですが、東日本大震災での 7年間(33回

訪問)の経験から、復興住宅に移れたからといっても、そ

こでは、“引きこもり”という新たな問題が出てくる、復興

住宅は決して安息の地ではないということです。 

地域のコミュニティーを構築するまでは支援は必要だと

仰られました。 

 

一鍼一心 

本講習会では、各都道府県の鍼灸師会、鍼灸マッサージ師会の災害支援に携わっておられる先生

方が、同じ目的の名の元、団体の枠を越えてディスカッションすることができました。 

一般社団法人和歌山県鍼灸師会 災害対策委員長として、現在進めている県との防災協定の実現

に向けて頑張ります。 

合同講習会実行委員のみなさまにおかれましては、お疲れが出ぬようお祈り申し上げるとともに、

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 萩野 利赴  会長 

 【災害支援鍼灸師の活動】 

 私は当鍼灸師会の会員として、平成７年阪神淡路大震災を経験しました。当時は災害に対する知

識、準備不足で大慌てで活動した記憶が蘇ります。ボランティア活動とはという本質も知らず、被災
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者の方々には返ってご迷惑をお掛けしたのではと今更に反省しています。 

 当師会におきましては、平成１５年（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議に災害医療について

提案し、原案通り可決頂きました。時間の経過と共に東日本大地震をはじめとし全国各地で甚大な

自然災害が発生し、日本鍼灸師会に対し近畿ブロックから全国組織としての災害対策を講じるよう

に提案しました。平成２６年に（公社）日本鍼灸師会 危機管理委員会の発足です。JIMTEF （公

財）国際医療技術財団の活動に賛同し、災害研修をアドバンスコースとベーシックコースそれどれ

年２回開催されているところに鍼灸師として参加しています。日本鍼灸師会における災害医療研修

会が開催されていましたが、平成３０年度より（公社）全日本鍼灸マッサージ師会と合同育成講習会

DSAMが始まり、令和元年７月が第２回目の開催となります。各都道府県庁と鍼灸師会の災害協定

は、滋賀県、岡山県、大阪府が締結に至っています。なぜ協定を結ばなければならないのか？また、

協定後の鍼灸師会の活動はどうすれば良いのか？ 大きな課題にぶつかります。甚大な災害が発

生した場合、当師会の会員の力のみでは、県民の皆様のお役に立つことが大変困難であると想定

されます。近畿ブロックまたは日本各地から災害支援鍼灸師として、助け合うことができるように研

修、訓練を積み重ねていかなければならないと考えています。南海トラフ大地震は確実に近い将来

発生します。今までの経験と叡智をステップとして備えと訓練に全力投球と考えています。関係各位、

会員と共に連携を重ねながら近い将来やってくる災害に備えましょう。 

 

 萩野 貴善  会員 

 第２回災害支援鍼灸マッサージ合同育成講習会に参加して、

災害発生時や災害が起こった後のこと、避難場所での活動を

お聞きすることができました。先ずは、災害が起こった時に鍼灸

師会の安否確認をする方法の確保が大事。先生方がどのよう

な被害にあわれているのか、移動手段等の確認が必要であり、

実際に避難場所での活動ができるのか否かの確認が必要であ

る。次に、避難場所での活動をする時に大切になってくるのが、

避難場所はどのような状況か、収容されている人数や設備、医療班の巡回はあるのかなどの情報

があるだけでも、私たちが何を優先すべきことが決まるだけでも、行動が変わると思いました。 

 

 前嶋 拓也  広報部長 

 今回 DSAM 第２回 災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会を

受講して、去年の 6月に JIMTEF災害医療研修ベーシックコースを受

講したのと比較すると、鍼灸師目線でより深く学べました。一番印象

に残っているのは、新聞紙を使用した簡易スリッパの作り方です。履

き心地も想像していたよりも良かったので、豆知識として吸収できてよ

かったです。行政と防災協定を締結した大阪府・滋賀県・岡山県から

防災協定を締結するまでの経緯についての貴重なお話、西日本豪雨

災害活動状況では過去に起きた災害までの活動状況をお聞きできま

した。今回の学びを生かしていけるよう精進してまいります。 
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[特集] 

 JIMTEF 災害医療研修 

アドバンスコースを受講して 
 

 

 

平成 30年 12月 15日～16日の二日間で開催された、「第 10回 JIMTEF（公益財団法人国際医

療技術財団）災害医療研修アドバンスコース」を受講した感想を報告させていただきます。 

 

１．JIMTEF とは 

公益財団法人国際医療技術財団（JIMTEF)は、保健医療分野の課題の解決に必要不可欠な医

療技術の振興、医療技術者の育成及び医療サービスの改善に取り組んでいる国際協力 NGO で

す。 

 

① JIMTEF医療関連職種団体協議会 

日本国を代表する医療関連職種団体の代表者が一堂に会し、医療技術領域における JIMTEF

の国際協力並びに災害医療人材の育成を円滑に遂行していくことを目的に、次のような活動を行っ

ています。 

 

② 活動内容 

研修員の受け入れ、専門家の派遣及び調査団の派遣に関する新規ニーズの発掘 

研修員受け入れ体制の整備 

国際セミナー及び国際医療協力フォーラムの企画 

災害医療研修の企画 

日本式医療サービスの海外展開モデルの構築 

医療技術の国際協力、国際交流を推進するための普及及び啓発 

研修員受け入れに関するフォローアップ事業の推進 

医療技術の国際協力及び災害医療に必要な情報・意見の交換及び研究 

副会長・災害対策委員長 中野 正得 
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③ 構成メンバー 

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 

一般社団法人 日本病院薬剤師会 

公益社団法人 日本理学療法士協会 

一般社団法人 日本作業療法士協会 

公益社団法人 日本栄養士会 

公益社団法人 日本視能訓練士協会 

公益社団法人 日本歯科技工士会 

公益社団法人 日本柔道整復師会 

公益社団法人 日本歯科衛生士会 

公益社団法人 日本臨床工学技士会 

公益社団法人 全日本鍼灸マッサージ師会 

公益社団法人 日本あん摩マッサージ指圧師会 

公益社団法人 日本鍼灸師会 

日本製薬工業協会 

一般社団法人 日本医療機器産業連合会 

一般社団法人 日本義肢装具士協会 

特定非営利活動法人 診療放射線技師国際協力協会 

一般社団法人 日本言語聴覚士協会 

公益社団法人 日本介護福祉士会 

公益社団法人 日本医療社会福祉協会 

一般社団法人 日本臨床心理士会 

（加盟順） 

 

④ 災害医療研修 

本財団が有する医療技術分野のネットワークを活用し、大規模災害発生時の多種多様な状況に

適切に対応できる技術・知識を有する医療技術者の育成を図っています。 

ベーシックコースとアドバンスコースがあります。 

 

⑤ 災害医療研修アドバンスコース 

迫り来る大規模災害にむけて、医師、看護師、

理学療法士、言語聴覚士、柔道整復師、作業

療法士、臨床衛生検査技師、栄養士、歯科技

工士、視能訓練士、あん摩マッサージ指圧師、

薬剤師、鍼灸師からなる、一般も含めて 12団体、

総勢 70 名が全国より参加し、灘高校で有名な

神戸の灘にある JICA 関西にて、二日間災害医

療について実践的に学びました。 
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2 年前に受講したベーシックコースでは、災害医療の基礎を学び、避難所の運営を演習しました

が、今回のアドバンスコースでは、災害コーディネートや指揮系統について学び、災害対策本部の

運営を演習しました。 

 

研修した内容は以下の通りです。 

災害コーディネートの基本 

スフィアプロジェクト 

エコノミークラス症候群 

多職種連携 

熊本市における救護班等の調整と受援経験 

災害後のコミュニケーションと課題 

本部運営と記録 

本部運営実習 

災害対応の国際的潮流 

 

ファシリテーターの先生方には、災害支援

のイロハを骨の髄まで叩き込んでいただきま

した。 

本当にありがとうございました。 

この研修の成果を活かせるよう、有事の際

には発災直後から、適切な判断の基、然る

べき行動に移し、“我がとこの町”を、“そこで

暮らす人々”を、支援できるように平時から意

識して取り組んでいくことをここに誓います。 

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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[特集] 

 JIMTEF 災害医療研修 

ベージックコース 報告 
 

 

 

 

 令和元年 6 月 15 日(土)・16 日(日) 兵庫県神戸市・兵庫県柔道整復師会館にて行われた「第 12

回 JIMTEF災害医療研修ベーシックコース」を受講しました。 

 参加者 87名、北は北海道、南は鹿児島と遠方からの参加者もいらっしゃいました。班は 10グルー

プに分かれ、一班 9名ほどの医療に携わる方々と共に行動しました。 

 

一日目は JIMTEF 代表理事の林 茂樹先生の挨拶から始まり、

「災害医療概論」、「発災から急性期の対応」、「東日本大震災・

東京電力福島第一原発事故に対する医療対応」、「避難所運

営ゲーム HUG」の流れで研修は進みました。特に印象に残っ

た内容が、災害時、ボランティア活動を行うため現地へ向かう

に当たっての準備物、またどうやって現地入りするか？交通網

も通信手段もままならない状況での判断をしていくディスカッシ

ョン・プレゼンのプログラムがありました。当グループは、石川

県から高知県(被災地)へどのように現地入りするかで話し合い

ました。話し合いの結果、まず大阪まで車での移動。その後二

班に分かれ、一方は車での現地入り、もう片方は大阪国際空

港から松山空港へ、空港からレンタカー等を借りるというプラン

を立てました。二班に分けた理由も車での移動の最中、通行

止めで足止めを余儀なくされた際の保険という意味での空路。

また空路で荷物などを先に運んでおくという考えでもありました。

各グループとも短時間のディスカッションながらも様々な意見が出て勉強になりました。 

（今回の開催地） 兵庫県柔道整復師会館               会場内の講義風景 

財務部長 大久保 明信 
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 その後、意見交換会が近場の居酒屋「魚盛」で行われ、他職種の先生方、（公社）日本鍼灸師会、

（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の先生方と交流を深めました。 

 

 二日目は「避難所アセスメントの基礎」、「災害時におけるメンタルヘルスケア」、「非常食の実際」、

「災害と生活機能」、「災害と栄養」、「災害医療の実際～最近の災害から～」の順で進行しました。

印象に残った内容は避難所での食事事情でした。気軽におなかを満たすといえばインスタント麺が

思い浮かぶと思います。短期間であればインスタント麺も多少摂っても大丈夫ではありますが、長

期被災ともなれば話は別で、忽ち栄養摂取バランスに影響が出てきます。そこで栄養士の皆さんが

作る献立が重要になってきます。決められた食材の中、やりくりするので大変だと思います。栄養士

の様々な工夫により美味しくバランスを考えた食事、避難の方々と一緒にご飯を作ることで精神面

のケアに繋がるとも仰っておりました。実際に避難所で配られる缶詰やアルファ米にトマトジュース

を入れて作ったチキンライスは思いのほか美味しかったです。最後にボランティアへ現地に入ると

自分も被災者になり体調を崩し兼ねない。まず現地では無理なことはせず、自分の身の安全を守る

ことを優先してほしいと講師の先生方は仰っておりました。 

 

 本研修を受講して、大変勉強になりました。研修を受講した上で思うことが、南海地震で自分たち

も被災者になり、被災者の立場からボランティア活動を行えるのかという不安もあります。また生活

面では食事の有難さ、不自由のなさ、普段からの有難味が身に染みました。被災時は自分だけが

ではなく、平等に事を考えなければならないので、地域との連携に努めたいと思います。今回の研

修に参加できましたことを心より感謝申し上げます。 

本研修の二日後、山形県沖で M6.7 の地震が発生しました。今回の研修に参加したことの重みを感

じつつ、日々の生活で気に掛けていかなければと深く思いました。また昨年、DSAM(災害支援鍼灸

マッサージ師合同委員会)が発足し、今後の災害の場での活躍が期待されています。 

非常食の一覧 

左：DSAM 災害支援鍼灸マッサージ師合同委員会からのご挨拶      右：意見交換会の模様 
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[特集] 

 2019年度 第１回 スポーツ鍼灸プロジェクト研修会 

～ワールドマスターズゲームズ 2021関西に向けて～ 報告 

 

 令和元年 9月 15日（日）に大阪医療技術学園専門

学校 第 1校舎 2階大教室で、第 1回 スポーツ鍼

灸プロジェクト研修会～ワールドマスターズゲームズ

2021関西に向けて～が開催されました。 

 研修会の目的は、2021年 5月に開催されるワール

ドマスターズゲームズ 2021関西において活動を予定

している鍼灸サポートチームを構成する上で、スポー

ツ医学に精通した質の高い鍼灸師を養成し、本大会

での質の高いサポートを提供できるようにすることで

す。 

 昨年の（公社）日本鍼灸師会 近畿ブロック会議で、ワールドマスターズゲームズ 2021関西に参入

して鍼灸ボランティア活動することが決まりました。 

 和鍼会からは萩野会長、萩野 貴善会員、私前嶋が参加しました。（公社）大阪府鍼灸師会 会長

得本 誠先生からのご挨拶で開講式が始まりました。 

 午前中は、社会福祉法人 虹のかけはし理事長 辻田 純三先生による「スポーツ生理学－熱中

症の予防と応急処置」の講義が行われました。内容は、夏のスポーツ大会での熱中症対策に対す

る取り組みや熱中症予防帽子の説明、スポーツドリンクと経口補水液との違い、経口補水液の必要

性をご教授いただきました。 

 午後からは、大阪ハイテクノロジー専門学校 

鍼灸学科専任教員・日本スポーツ協会公認ア

スレティックトレーナー 山下 浩平先生による

「上肢の機能解剖学」と「上肢のストレッチン

グ」に対する講義と実技が行われました。内容

は、「ワールドマスターズゲームズ 2021関西に

向けて鍼灸師として出来る事」をテーマに、アスレティックトレーナーの役割・競技特性に応じた解剖

学や運動学、競技特性から見た上肢の傷害について学びました。実技では、動作確認後にストレッ

チング（エクササイズ）を行い、動作確認前後で変化しているのが目と身体で理解でき、日々の業務

に直ぐ取り入れ可能なエクササイズをご教授いただき、研修を受けて良かったです。 

 第 2 回は 11 月 10 日（日）に森ノ宮医療学園専門学校 アネックス校舎で開催、第 3 回は 2 月 2

日（日）に履正社医療スポーツ専門学校 十三キャンパスで開催されます。 

 次回の内容は、紀州口熊野マラソンにおける鍼灸ボランティア活動で役に立つ「下肢の機能解剖

学とストレッチング」についての講義と実技です。日々の業務に役立つ技術と知識も学べますので、

ぜひともご参加ください。 
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[特集] 

 （公社）日本鍼灸師会 

近畿ブロック会議 報告 
 

 

 

 令和元年 9月 28日（土）・29日（日）、滋賀県近江八幡市にあるホテルニューオウミで近畿ブロック

会議が開催されました。 

 近畿ブロック会議は年に 1回近畿 2府 5県の師会が集まって開催する会議で、和歌山県から萩野

会長・石田副会長・中野正得副会長・私前嶋の 4名が参加しました。 

 今年度からブロック編成の再編により、三重県の中部ブロック移動と入れ替わりに福井県が新た

に近畿ブロックに加わりました。 

 

 初日は師会長会議と研修会があり、研修会では超音波エコー画像観察と体験を受講しました。 

実際に超音波で炎症や水液の貯溜が見れて、また実際の刺鍼をエコーで映したのは見応えがあり

ました。師会長会議は福井県が加わって初めての会議でスムーズに議事が進行しました。 

 

 初日の最後は懇親会が行われ、（公社）日本鍼灸師会 副会長 中村 聡先生による乾杯の音頭

で始まり、他府県の先生方との親交を深めました。（一社）福井県鍼灸師会 会長 中村 寛先生に

よる中締めの挨拶の後、場所を移動しての二次会・三次会でも話題が尽きることなく夜遅くまでこれ

からの鍼灸について語り合い、収穫の一日となりました。 

 翌日は朝食後、午前 9時から（一社）滋賀県鍼灸師会 副会長 井出 健先生による開会の辞と共

に近畿ブロック本会議が始まりました。（公社）大阪府鍼灸師会 会長・（公社）日本鍼灸師会 近畿

ブロック会長 得本 誠先生から師会長会議報告、（公社）日本鍼灸師会 会長 小川 卓
た か

良
よ し

先生

副会長・総務部長 石田 国豊  広報部長 前嶋 拓也 
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から日鍼会が国家・国民のために鍼灸の普及に努める目標と行動指針、研修事業で進めている e-

ラーニングについてご教示いただきました。次に副会長 中村先生から、環境の変化に対応できる

組織の作り方や運営方法、療養費の現状や多職種連携の取り方についてご教示いただきました。 

 

 ここからは議長：（一社）滋賀県鍼灸師会 会長 飯塚 季也
ひ で や

先生進行の下、第1号議案：ワールド

マスターズ 2021の協力体制について（公社）大阪府鍼灸師会理事の丹波 徹二先生から説明があ

り、各師会から現状についての報告がありました。また、ワールドマスターズゲームズ 2021関西・鍼

灸ボランティア活動の実行委員長には丹波先生が選ばれました。第 2 号議案：師会会員のメリット

になる事について（会員獲得退会防止策）、兵庫県は会員数が 30 名減少、入会金を 8 万円⇒2 万

円に変更した結果 17名増加した（会員数 187名）との報告がありました。第 3号議案：近畿ブロック

青年部の活動協力の充実について、各師会から青年部の現状について報告がありました。 

 次回開催師会である（公社）京都府鍼灸師会 会長 森岡 正和先生から閉会の挨拶があり、時

間を超過することなく定刻通り会議が終了しました。今回の会議に参加した経験を会の運営に役立

てていきたいと思います。 
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 平素は保険部の活動にご理解いただき厚くお礼申し上げます。 

 平成３１年１月１日から、長年の念願であった受領委任払いが開始となり、和歌山県下では、１月

１日から全国健康保険協会、４月から市町村国保と後期高齢者医療広域連合が、受領委任払いの

取扱いを開始しました。 

 受領委任払い制度は柔道整復と違い保険者の自由参加であることから、一部の保険者では償還

払いへの移行も増えてきております。 

 受領委任払いの制度は、指導・監査、処罰が明確になります。指導・監査の対象とならないように

するためには、日頃から施術録と日計表の整備をしておくこと他にありません。当師会では年３回

療養費指導会を取扱い会員に義務付け、指導会終了後に施術録閲覧・指導を行っておりますので、

分からないことがあれば、そのままにせず保険部にお問い合わせください。 

 会もしくは保険者からの返戻があった場合は、必ず療養費の手引書の確認と施術録を見直してく

ださい。療養費支給申請書を正しく作成するには、整備された確かな施術録が必要です。 

 歴代保険部長が作り上げたノウハウを受け継ぎ、医療・介護、地域、多職種と連携しながら国民

の健康増進に、貢献していきたいと思います。 

 今後とも、ご指導、ご鞭撻の程賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

保険部長 濵﨑 正人 

平成 31年度  第１回 療養費制度等適正運用指導会 

R.1.5.26 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．平成３０年度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件  数 請求金額 療養費総額 

平成 30年１月 38 652 8,300,010 9,780,580 

２月 39 655 8,073,158 9,458,760 

３月 39 640 7,637,687 9,014,820 

４月 39 641 8,398,833 9,893,670 

５月 39 648 8,042,175 9,492,086 

６月 39 657 8,378,910 9,890,088 

７月 39 646 8,317,516 9,809,270 

８月 39 674 8,279,220 9,779,910 

９月 39 647 8,159,806 9,649,080 

１０月 40 649 7,735,001 9,118,070 

１１月 40 663 8,783,105 10,342,530 

１２月 40 651 8,127,295 9,581,600 

年間合計 470 7,823 98,232,716 115,810,464 

平均 39 652 8,186,060 9,650,872 
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２．平成３０年度保険者別請求件数と請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２２年度 96,463,045  

平成１４年度 65,105,530  平成２３年度 98,059,390  

平成１５年度 87,976,501  平成２４年度 86,587,441  

平成１６年度 113,404,645  平成２５年度 91,885,069  

平成１７年度 108,810,673  平成２６年度 93,114,602  

平成１８年度 112,559,642  平成２７年度 99,116,396  

平成１９年度 110,474,582  平成２８年度 101,168,259  

平成２０年度 112,553,746  平成２９年度 96,511,901  

平成２１年度 108,357,999  平成３０年度 98,232,716  

 

 

保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,391 7,910,834 

健保組合 205 886,606 

共済組合 255 1,296,318 

国保 1,645 12,713,148 

後期高齢者 4,327 75,425,810 

合計 7,823 98,232,716 

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○第１６回はり・きゅう講演会 

（県民公開講座）のご報告 
令和元年９月１６日（月・祝）開催 

 

 テーマ：「東洋医学は健康長寿のミカタ」 

 講 師：明治国際医療大学 鍼灸学部 

      はり・きゅう学講座 講師  吉田 行宏先生 

 

 令和元年 9月 16日（月・祝）に(一社)和歌山県鍼灸師

会主催 県民公開講座 第 16回はりきゅう講演会が開

催、大盛況となりました。 

 一般の方々50 名のみなさまにご来場いただきました

が、地方の一師会による県民講座で 50 名は、快挙と

言えるのかもしれません。 

紀南地区の開業鍼灸師の先生方、ご尽力いただきあり

がとうございました。 

 

 そしてなんと言っても、講師の吉田行宏先生にご講演いた

だいた、『東洋医学は健康長寿のミカタ』が何より素晴らし

かったです。 

東洋医学は体に良さそう、鍼灸もなんだかわからないけど

効きそう、ぐらいは一般の人たちでもわかっています。 

そこから先の部分が中々伝わっていないのが実情ですが、

分かりやすい言葉で、イメージしやすい例えで、お話しいた

だき、これは普段から活用した方が良さそうだと思っていた

だけたのではないでしょうか。 

 講演会終了後のはりきゅう体験会に列ができたことが、何

よりの証拠だと思います。 

本日ご来場いただいたみなさま、抗重力筋が疲れたときは

不調のサインです。 

未だ病まざる治しにお近くの鍼灸院に足を運んでください。 

副会長・学術部長 中野 正得 
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ただいま、健康チェック中 

 吉田先生には、和鍼会員と一緒に、はりきゅう体験会までお手伝いいただきました。先生のご厚

意に感謝申し上げます。先生の施術を受けられた方々も大変喜んでおられました。遠路はるばる和

歌山までお越しいただきありがとうございました。どうかお疲れがでないようにお祈り申し上げます。 
















































